
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  埼玉県社協 ≫ 災害対応力の強化へ 

近年の災害の激甚化・頻発化をふまえ、埼玉県社会福祉協議会では、中期ビジョン２０２５
において「災害時相互支援体制の構築及び発生時の対応強化」を推進目標に掲げ、４つの
取り組みを強化しています。       

① 災害対応力強化のための研修と支援     

【災害時】 

 ・県内の被災市町村社協へ派遣  →  災害ボランティアセンター立上げ・運営への支援 
 

【平 時】 

   ・災害ボランティアセンター設置・運営初動期支援の仕組や役割の具体化 

   ・適切な支援のための研修    ・定期的な情報交換  

 
※チーム員所属社協 

 川越市、熊谷市、川口市、飯能市、加須市、東松山市、深谷市、朝霞市、小川町、神川町 

 

② 災害ボランティアセンター運営支援 

災害ボランティアセンター運営支援チーム 

県社協職員 被災地経験の豊富な市町村社協職員 

10 名 ※ 

災害ボランティアセンターの設置・運営を行う市町村社会福祉協議会への研修や、
災害ボランティアセンター立上訓練、関係団体との協定等を通じたネットワーク構築へ
の支援等を行っています。    

２０２６．０３．１７  埼玉県社会福祉協議会／埼玉県ボランティア・市民活動センター 

・災害備蓄品の調査・共有 

調査・ネットワーク構築支援 

災害ボランティアセンター立上訓練 

訓練への支援 

【市町村社協主催】 

・協定締結支援 

災害対応力強化研修 

基礎編 

 

マネジメント編 

 

 

 社協×行政、団体等 

被害の甚大であった県内の市町村社協に対し、初動期からの支援が行えるよう、
被災地支援の豊富な市町村社協職員をメンバーに、支援チームを設置しています。 
平時には、実際の初動期支援活動を具体的に検討し、発災時に備えます。 

～ つながりをチカラに ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

③ 災害ボランティアセンター運営支援システム 

 

④ 関係者とのネットワーク強化 

賛同いただく市町村社協とともに、システム活用の準備をすすめています。      

システム活用で、ボランティアの手続きがスムーズに。 

災害ボランティアセンター運営者の事務負担が軽減。 

 

 

【クローズアップ】 
    

災害ボランティアセンター運営支援システム  
  操作体験及び模擬訓練    

 

より被災者に寄り添った支援へ 

地域協働型災害ボランティアセンターの構築に向けて、関係者とのネットワーク強化を
すすめています。     

      

市区町村

社協 

災害ボランティアセンター 

地域住

民 

民生委

員 

ＮＰＯ 

その他団体 

企業 

生活協同組合 青年会

議所 

大学・学校 

行政（市区町村） 地域自治組織等 近隣市区町村社協等 

     行政（県・国）      中間支援組織      社協（ブロック、全国） 

災害ボランティア支援センター 

埼玉県社協 

【企業からの応援】 
 

 

むさし証券株式会社 様 
 

 

「災害時の福祉支援」を目的とした寄付を 

いただきました。災害ボランティアセンター 

運営支援システム導入等、有効に活用させ 

ていただきます。ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害ボランティアセンターの基礎知識 

 

Point①  災害と社会福祉協議会 

Point②  災害ボランティアセンター 

災害ボランティアセンター 
（市町村社協） 

災害ボランティアセンターは、被災者の生活再建のためにボランティアの力を届け
るしくみです。多くのボランティアの気持ちを受け止めて、安全に・スムーズに被災者
のニーズに結びます。 

被災者 

ボランティア活動を 

希望する人たち 

災害ボランティア支援センター（県社協） 

これまでの災害時の取り組みにより、多くの市町村では、行政が策定する地域防
災計画に災害ボランティアセンターが位置づけられ、発災時の災害ボランティアセン
ター設置・運営を社会福祉協議会が行うことが明記されるようになってきています。 

また、災害ボランティアセンターの設置・運営に関して、多くの行政と社会福祉協
議会が協定を締結するようになっています。 

 

２０２６．０３．１７  埼玉県社会福祉協議会／埼玉県ボランティア・市民活動センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災害時のボランティア活動は、被災家庭の掃除や災害ゴミの撤去などの活動が注目され

ますが、活動の本来の目的は、清掃等により生活の基盤となる住環境を回復し、被災した人

の生活を回復することにあります。 

 

Point③  災害ボランティアセンターの活動 

Point④  大切にしていること 

 

被災者中心 地元主体 協働

≪ 災害ボランティアセンター運営の三原則 ≫ 

 

    被災状況の把握 

 
ボランティアの受入れ・活動調整 

 

・ボランティアの募集 

・ボランティア活動のマネジメント 

 （受付、オリエンテーション、マッチング、 

    活動中の安全・健康管理等） 

・活動用資器材の調達・管理 

・災害 VC 運営体制の整備 

 （運営スタッフ、コーディネーターの調整） 

 

      関係機関との調整、情報発信、運営 
 

・自治体、町内会など住民組織との連携・協働 

・活動に拠点などの調整 

・行政等、関係機関などとの連絡調整、情報共有 

・広報（被災者への情報提供。ボランティア、 

NPO、企業等の支援者への情報発信） 

・支援活動プログラムの開発・実施 

・活動状況の記録・公開 

・活動資金の調整・調達 

・苦情対応 その他 

 

      被災者の状況把握と寄り添った支援 

・被災者のニーズ受付・困り事相談、ニーズ調査。ニーズへの対応、専門機関や被災者支援制度への仲介 

・被災者・地域の生活の復旧、復興を視野に入れた支援活動 

災害時の支援活動が終了し、災害ボランティアセンターが閉所した後も、社会福祉協議会は

「地域福祉の推進」をすすめる団体（社会福祉法）として、被災した住民に寄り添い、生活再建

の支援を継続します。 

この目的のために、災害ボランティアセンターは、生活支援という福祉の視点をもちなが

ら、被災者に寄り添い、日々の生活支援と生活再建に向けた困りごと（ニーズ）の解決に、

ボランティア・NPO、行政や関係機関・団体と協働しながら取り組みを行っています。 

社会福祉協議会は、全国すべての都道府県・市区町村にあり、平時から地域の
様々な関係機関・団体とのネットワークを有し、日常的に住民と接しています。 

社会福祉協議会では、災害時において迅速かつ効果的に被災者支援が行える
よう、平時より、関係者と連携・協働した防災・減災の取り組みを進めています。       

そのため、地域に根ざした組織として、災害発災直後から迅速に活動を行うこと
ができるという他の組織にはない特徴があります。       


